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 Mwa dzuka bwanji ? Dni ka lankhula sukulu. 

 関町北
せきまちきた

小学校
しょうがっこう

のみなさん、こんにちは。早
はや

くも 2023 年の１月が終
お

わってしまい

たね。時
とき

が経
た

つことの早さを英語
え い ご

で「Time fly」というのですが、まさにその通
とお

り。

あっという間
ま

に飛
と

んでいく月日に気持ちが追
お

い付けないでいます。 

 さて今日は、１月に入ってから行っている「Career Education」のお話をしたいと

思います。みなさんは、「どんな職 業
しょくぎょう

を知っていますか？」と聞
き

くと、いくつ職業

を思
おも

い浮
う

かべるでしょうか。きっと軽
かる

く１桁
けた

を超
こ

えていろいろな名前
な ま え

が出
で

てくるの

ではないかと思います。さて、マラウイではどうでしょう。マラウイでは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

をする中で、あまりいろいろな職業に触
ふ

れる機会
き か い

も少なく、子どもたちに「どんな

職業を知っていますか？」「いくつ職業を知っていますか？」と聞くと、大抵
たいてい

５個
こ

以下
い か

しか出てきません。もともと日本と比
くら

べて企業
きぎょう

の数
かず

も少ない上、外部
が い ぶ

から入ってく

る企業も他のアフリカ地域
ち い き

と比べても非常
ひじょう

に少ないため、職業の選択肢
せんたくし

がマラウイ

ではあまりありません。が、マラウイの子どもたちにも自分の将来
しょうらい

に向けてモチベ

ーションを高
たか

めたり、計画
けいかく

をもったりしてほしい。と思い、マラウイで「Career 

Education」の授業を始
はじ

めました。といっても、日本から来た私が「あれやりなさい、

これが大事
だ い じ

だよ。」と言ってもあまり心から納得
なっとく

いくように伝
つた

わるのか、と思い、今
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回はいろいろなマラウイで働
はたら

くマラウイの方から話を聞く機会
き か い

を作ることにしま

した。 

 日本でもそうですが、マラウイでもゲストティーチャーなどの形で外部から人を

招
まね

く場合
ば あ い

には、お金
かね

がかかります。でも、小学校
しょうがっこう

教育
きょういく

が無償化
むしょうか

がされ、国からの

教育への補助
ほ じ ょ

がままならないマラウイでは、外部ティーチャーにお金を払えるほど

の余裕
よ ゆ う

はもちろんありません。何かいい方法はないか・・・と考えた結果
け っ か

、わたし

がマラウイで１年半かけて知り合った友だちに、「もしよかったら、話をしてほしい

んだけど・・・。」と声をかけていくことにしました。時間
じ か ん

と距離
き ょ り

の都合もあり、直接
ちょくせつ

学校
がっこう

に来て下さる方もいれば、動画
ど う が

を撮影
さつえい

して話してもらう形
かたち

にした方もいます。 

先週
せんしゅう

は、リウォンデから 80km くらいモザン

ビークのほう(東)へ進
すす

んだところで国会
こっかい

議員
ぎ い ん

をし

ている方が学校まで来て話をしてくれました。日

本のように、学年
がくねん

全員
ぜんいん

が入る広い教室
きょうしつ

がないの

で、外で行いました。どこで生まれてどんな人生

を歩いてきたのか、など１時間程度、歩んできた人生や仕事
し ご と

内容
ないよう

について詳
くわ

しく聴
き

く

ことができました。最後
さ い ご

に最
もっと

も伝えたいこととして、「You can」と強く言っていま

した。「あなたはできる。あなた

は何にでもなれるし、大統領
だいとうりょう

に

だってなれちゃうんだから。」と。

なんだかわたしも勇気
ゆ う き

づけられ

ました。 


